
ＲＡ協議会 第３回年次大会 （２０１７．８．３０）

私立大学の研究力強化

研究・社会連携機構 副機構長 松 浦 洋 司

岡山理科大学の研究支援体制

今日の内容

１．岡山理科大学の概要
・方針（建学の理念、ビジョン２０２６、中期計画）

２．岡山理科大学の研究力
３．研究支援体制の改革
４．最近の研究支援具体事例
・岡山理科大学プロジェクト研究推進事業
・私立大学研究ブランディング事業
・科学研究費申請書ブラッシュアップ事業
・ワイン発酵科学センター
・モンゴル国立教育大学との協定

５．今後の課題
・持続可能な体制の基盤整備
（共同研究強化、効果的な成果発信の仕組みつくり等）



■学生数 学部：６０２２人 大学院：２１６人

岡山理科大学の全体像

■昭和３９年度開学（１学部２学科：理学部 応用数学科・化学科）

■平成２９年度 ６学部１９学科１コース

中規模の地方私立大学
理学部 理学研究科

工学部 工学研究科

総合情報学部 総合情報研究科

生物地球学部 生物地球学研究科

教育学部

経営学部

■教職員数 教員：３１５人 職員：１１３人

理工系の特色を生かした総合大学

岡山理科大学の方針

ビジョン2026

１．学生ひとりひとりが成長を実感できる人材育成拠点

２．教育を支える個性的で魅力ある研究を推進する大学

３．世界から人々が集い、国際性豊かに人材を輩出する大学

４．地域の課題解決や活性化に貢献し、地域とともに発展する大学

５．明確な方針と的確な組織マネジメントに基づく内部質保証シス
テムの確立

「学生の成長に主眼をおく人材育成拠点」柳澤学長宣言



岡山理科大学の方針

ビジョン2026 （研究・社会連携関係項目）

２．教育を支える個性的で魅力ある研究を推進する大学

・学内外の教員・研究者との共同研究の促進

・国際的視野に立った先端的・学際的な研究の展開

・最新の研究成果の教育への反映

・プロジェクト研究の推進や研究の重点化によるブランド力の向上

・全学的な研究推進体制の強化

・教育研究環境の整備

４．地域の課題解決や活性化に貢献し、地域とともに発展する大学

・地域の発展の貢献できる研究の展開

・産業界や自治体など地域のステークホルダーとの協働

教育研究組織（H28から）

岡山理科大学の方針

６学部１９学科１コース

教育支援機構

研究・社会連携センター

自然科学研究所

技術科学研究所

自然フィールドワークセンター

ワイン発酵科学センター（Ｈ２９から）

恐竜学博物館（Ｈ２９から）

総合機器センター

工作センター

アイソトープ実験施設

学生支援機構

研究・社会連携機構

IRセンター

入試広報センター

学部や研究所などを横断的に統括し
研究に関する全学機能を発揮する。

情報処理センター

図書館

学外連携推進室



岡山理科大学の研究力（文科省補助金事業）

社会連携研究推進事業（H18～H22）

地域社会とのコラボレーションによるQOL向上の一体的アプローチ

私立大学戦略的研究基盤形成支援事業（H21～H25）

環境問題と希少元素資源の枯渇に対処するための研究（グリーン元素科学）

私立大学戦略的研究基盤形成支援事業（H23～H27）

鉱物の物理化学特性から読み取る地球、惑星の環境変遷史

私立大学戦略的研究基盤形成支援事業（H24～H28）

QOL向上を目指す支援技術のイノベーション研究拠点形成

オープン・リサーチ・センター整備事業（H17～H21）

地球型惑星の物質科学と歴史探究

ハイテク・リサーチ・センター整備事業（H18～H20）

環境調和型化学

学術フロンティア推進事業（H15～H19）

粒子線と物質の相互作用に関するシミュレーション科学の新たなる展開

岡山理科大学の研究力（科研費）



岡山理科大学の研究力（共同研究）

岡山理科大学の研究力（受託研究）



岡山理科大学の研究力（寄付金）

岡山理科大学の研究力（知的財産権）



岡山理科大学の研究力（これまでの取組）

OUSフォーラム

研究シーズの情報発信

研究室インタビュー

OUS研究者ナビゲーター

（Web版、冊子版）

知的財産権セミナー

副学長

研究支援体制の改革

学 長

入試広報センター長

機構長
（研究担当 副学長）

研
究
・
社
会
連
携
機
構

副機構長

大学事務局長

大学事務局次長 大
学
事
務
局

研究・社会連携センター

各研究所・センター

研究・社会連携室

入試広報部

研究科・学部

全学研究推進会議



岡山理科大学プロジェクト研究推進事業

最近の研究支援具体事例

Ｈ２８ 応募件数11件
私立大学研究ブランディング関係5件
上記以外6件
募集期間：H28.4.1~4.28
選 考 会：H28.5.6（ブランディング関係）

H28.6.7（上記以外）

Ｈ２９ 応募件数６件
私立大学研究ブランディング関係1件
上記以外2件
若手3件
募集期間：H29.2.27~3.15
公 聴 会：H29.4.19
選 考 会：H29.4.28

文部科学省 私立大学
研究ブランディング事業

公募通知：H28.5.30

提出期限：H28.8.22

結果通知：H28.11.22

公募通知：H29.3.28

提出期限：H29.6.8

私立大学研究ブランディング事業

最近の研究支援具体事例

化石そのものに年代測定技術を適用し年代を推定

生理生態学的分析手法による生物的特徴の解明



私立大学研究ブランディング事業

最近の研究支援具体事例

社会展開型 世界展開型

科学研究費申請書ブラッシュアップ事業

最近の研究支援具体事例

Ｈ２８
応募件数１２２件（４６％）
採択件数 ６２件
採択金額 ９６百万円

新規応募件数 ８９件
採択件数 １８件

Ｈ２９
応募件数１８０件（７３％）
採択件数 ７７件
採択金額１２０百万円

新規応募件数１４４件
採択件数 ３５件

ブラッシュアップ９０件
採択件数 １８件

ブラッシュアップ率６３％



岡山県新見市、tettaとの産学官連携

ワイン発酵科学センター（Ｈ２９.４開設）

最近の研究支援具体事例

岡山県倉敷市、船穂ワイナリ

岡山県真庭市、蒜山ワイナリ

モンゴル国立教育大学との包括協定締結

最近の研究支援具体事例

好適環境水を利用した魚の養殖

技術のアジア内陸国への展開



安全保障技術研究推進制度

最近の研究支援具体事例

H29.3.24日本学術会議「軍事的安
全保障研究に関する声明」

H29.3.29～5.31防衛装備庁「安全
保障技術研究推進制度」公募

H29.8月初旬から中旬
面接審査（二次審査）

H29.8 結果通知

H28年度：研究分担者として
研究課題採択

H29.4～5月方針検討・決定
（全学研究推進会議）

H29年度：研究代表者として
応募（工学部1件）

世間の動静 本学の動き

今後の課題

研究ブランディング事業：画期的恐竜研究の展開

プロジェクト研究の推進：研究の重点化、文理融合型学際研究

地域連携研究の推進：ワイン発酵科学センターの展開

研究費申請支援体制：申請書ブラッシュアップ制度

共同研究強化：「組織」対「組織」の産学官連携体制の構築

効果的な成果発信の仕組みつくり

全学研究推進会議を中心とするPDCAサイクルの実質化

IRセンターと連携して文科省を始めとする情報の収集・分析

研究所・センターの再編

持続可能なURA体制の基盤整備



全学研究推進会議

研究支援体制（副学長を中心とするURA体制）

研
究
・
社
会
連
携
機
構

大
学
事
務
局

研究・社会連携センター 研究・社会連携室

研究科・学部 名誉教授・特任教授

ＵＲＡ ＣＤ

部局ＵＲＡ 非常勤ＵＲＡ

各プロジェクト研究
科学研究費

共同研究・受託研究

ご清聴ありがとうございました



関 西 大 学 U R A 舘 正 一

R A 協 議 会 私 大 セ ッ シ ョ ン
私 大 の 研 究 強 化 へ の 新 し い 取 り 組 み Ⅳ

豊 臣 期 大 坂 図 屏 風 コ ン サ ー ト

2017830

関西大学のアウトリーチのかたち

舘 正一（やかた まさかず）

関西大学 学長室

リサーチ・コーディネーター

サイエンス・コミュニケーター

イベント・コーディネーター

＜得意なこと＞

ブランディング戦略

プロモーション企画・戦略・実行

＜前職＞

・自営 デザイン/アートディレクション

・株式会社電通 大手CVS 販促マネージメント

・NPO法人ダヴィンチ・ミュージアムネットワーク

（レオナルド・ダ・ヴィンチアンドロイドのPR）



ダヴィンチ・アンドロイド

大阪大学

関西大学

大阪商工会議所

公益社団法人関西経済連合

大阪市経済戦略局

レオナルド・ダ・ヴィンチ国立科学技術博物館（イタリア）

在大阪イタリア総領事館

イタリア文化会館- 大阪

浅田 稔
大阪大学大学院工学研究科知能

機能創成工学専攻教授

1972年 高松塚古墳壁画 西壁女子群像

関西大学の研究力



在学生 約30,000人

教職員 約700名

卒業生 約43万人

1972年 高松塚古墳壁画 発見



バーバラ・カイザー博士
オーストリア・エッゲンベルク城博物館

主任キュレーター

「オーストリアの古城に、こんな屏風があるのですが・・・・」



オーストリア グラーツ市 エッゲンベルク城

エッゲンベルク城「日本の間」



藪田 貫
・関西大学名誉教授

文学部 総合人文学科 日本史・文化遺産学専修
・兵庫県立歴史博物館館長

高橋 隆博
関西大学名誉教授
文学部 総合人文学科 日本史・文化遺産学専修

？？！！

「まぎれもなく豊臣家が栄華を誇った時代の大坂城である。
なぜ、オーストリアにあるのだ？！」

オーストリア
ヨアネウム博物館

共同研究に関する学術協定

ドイツ
ケルン大学関西大学

豊臣期大坂図屏風



2013年 関西大学・大阪都市遺産研究センターが調査

ＮＨＫ「ハイビジョン特集 新発見大坂図屏風の謎
～オーストリアの古城に眠る秀吉の夢～」

ＮＨＫ「歴史秘話ヒストリア ～古城に眠る秀吉の“Beobo”～
新発見「大坂図屏風」の不思議な旅路～」



「日本から屏風がグラーツにやってきました、
次はグラーツから音楽をおくりたい」

エッゲンベルク城博物館主任学芸員
バーバラ・カイザー博士
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「豊臣期大坂図屏風」 緞帳
フェスティバルホール





グラーツ・フェスティバルストリングス、関西大学交響楽団
関西大学混声合唱団ひびき、関西大学グリークラブとの合同演奏



資金集め

わたしのライフワークは、社会の諸問題を、科学・技術・芸術の⼒

で、解決していくことを後押しすることです。

関⻄⼤学URAでの⽴場を中⼼に、さらに皆様との関係を深め、未来を創造

していきたいと思っています。



日経新聞８月３日（取材記事掲載）

朝日新聞７月２８日（取材記事掲載）

朝日新聞８月１０日（取材記事掲載）

オーストリア、国内でWebメディアでの取材

学生

職員 研究者

大使館・大学・博物館

企業

アウトリーチ
共同研究

プロモーション
共同研究

周知・認知

周知・認知

共同研究国際交流

URA



「国民との科学・技術対話」

内閣府

「どんな学問の成果も、一般の市民に理解できなければ、真の価値はない」

レスター・サロー（元MIT教授 米経済学者）



さらなる取り組み

関大メディカルポリマー
（平成２８年度私立大学研究ブランディング選定事業）



◼◼プロモーションのロードマップ設計

◼ ◼インナー広報 -職員、学生、研究者-

・デザイン統括（ロゴデザイン設計、イメージカラー設計）

・学内広報施策（チラシ、ポスター掲示）

◼ ◼アウター広報 –企業、研究者、自治体、学生-

・プレスリリースの発行（ターゲットごと分ける）

・メディア・バイイングの設計、企画

・Web,パンフレットの統括（コピーワークなどコンテンツ調整）

・ビデオの作成（構成案）

・展示会への出展

・シンポジウムの運営指揮

◼ ◼各施策の見積もり

◼ ◼業者選定

ブランディング化へむけた戦略立案と実行

マーケティング志向とコスト志向

THANK YOU



RA協議会第３回年次大会

M-1: 私立大学の研究力強化

私大の研究力強化への新たな取組Ⅳ

「ネットワーク型URA」による新たな価値創造

順天堂大学 研究戦略推進センター

菅原 剛彦 URA

２０１７年８月３０日＠徳島

Juntendo University Research Administrator

報道発表資料

電気通信大学・順天堂大学・星薬科大学による
学術連携交流協定の締結

～「ネットワーク型URA」による新たな価値創造～
（組織間異分野連携体制の構築）

平成２８年１２月１日

研究大学強化促進事業採択 ｾﾝﾀｰ・ｵﾌﾞ・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ（COI）ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ採択 戦略的研究基盤形成支援事業採択

紹介事例１



３者間連携協定の全体像

国立・私立という設置形態の垣根を超えた、学術連携交流協定の締結
～「ネットワーク型URA」のつなぐ機能による組織間異分野連携体制の構築～

■期待される効果：長期的かつ組織的な連携関係の構築
■主な内容：URA人材の橋渡しによる連携研究プロジェクトの展開

電気通信大学、順天堂大学、星薬科大学のURA人材が橋渡しの役目を担い、３機関が有する研究リソースを最
大限に活用した連携研究プロジェクトを展開し、工学、医学、薬学の枠を越えた新たなイノベーションの創出を目
指す。

・1911年創立
・薬学教育を全人教育と位置付けた私立大学
・「世界に奉仕する人材の育成」、「親切第一」を教育方針
・建学の精神を「本学は世界に奉仕する人材育成の揺籃である」と

した学風

・1918年創立
・情報・通信・電子・ロボティクス・光・ナノ材料・人工知能などの情報理

工学分野を強みとする理工系国立大学
・人々が心豊かに暮らせる社会の実現に向けた「総合コミュニケー

ション科学」の世界的拠点を目指す「小さくても光る大学」
・平成25年度に文部科学省研究大学強化促進事業に選定

電気通信大学

星薬科大学
・1838年創立
・順天堂は設立以来、今に繋がる日本最古の西洋医学塾
・学是「仁」、理念「不断前進」を掲げ、5学部3研究科6附属病院から

なる「健康総合大学・大学院大学」として教育・研究・医療を通じて
国際レベルでの社会貢献と人材育成を推進

・平成26年度文部科学省COI事業採択

順天堂大学

紹介事例１

背景・経緯
H25 電通大が文部科学省研究大学強化促進事業に採択される。

～「ネットワーク型URA」を提唱～

H27.9.29  順天堂大と星薬科大が学術交流協定を締結。

H26.12～ 電通大と順天堂大との間で、「ネットワーク型URA研修
システム」を通じたURA人材の定期的な交流を開始。

H28.4～ 星薬科大が「ネットワーク型URA研修システム」に参加。
３機関URA人材の橋渡しによる異分野融合プロジェクトの可能性
についての検討開始。

H28.12 ３機関の組織的連携関係を更に強固にし、
ネットワーク型URAのつなぐ機能により、

・工学（電通大）
・医学（順天堂大）
・薬学（星薬科大）

３分野の異分野連携を促進するため、
学術連携交流協定を締結。

紹介事例１



★リサーチコンシェルジュ★
～研究者支援ワンストップ相談窓口～

★UECコミュニケーションサロン★
～学内研究ネットワークの拡大と深化～

★研究プロジェクトの企画提案

ネットワーク型URA
つなぐ機能★研究力強化に係る調査・分析★

★研究企画室フォーラム★
～ネットワーク型URA研修システム～

～学内外研究ネットワークの拡大と深化～

★予算・政策情報等の情報収集

ネットワーク型URAの活動

経営３戦略に基づく
UECの研究力強化方針

電気通信大学 研究大学強化促進事業

新たな価値創造

紹介事例１

本協定の意義
（ネットワーク型URAによる新たな価値の創造）

• 研究者個人レベルの交流が出発点となる従来型の連携協定と
は異なり、「ネットワーク型URA」のつなぐ機能により、異分野組
織間連携が構築された画期的な事例。

• 少子高齢化社会における諸課題を解決するために、ビッグ
データ等を活用した医・薬・工連携の推進。

• 第５期科学技術基本計画、中央教育審議会や科学技術･学術
審議会報告などで言及されている、学際的・分野融合的研究
や大学間連携の推進。

紹介事例１



現在計画中のプロジェクト（１）
◆多様な病態に応じた適切な治療薬の処方を

可能とするビッグデータ解析による処方アル

ゴリズムの研究

●背景と目的：
・患者数の多い疾病の治療法の確立や創薬等に

つながるビッグデータ解析の社会的要請が増大。
・電子カルテに保存されたビッグデータを対象に

効率的な治療アルゴリズムを開発。
・例えば、糖尿病の多様な病態に適した治療法の

確立と普及が不可欠。

●具体的な内容：
電子カルテより糖尿病患者の処方内容と検査

結果を抽出し、患者をクラスター化することで治
療薬の病理への影響を分析するとともに、最適
な糖尿病治療薬処方アルゴリズムを研究。

電子カルテ
＃1

処方アルゴ
リズム

治療薬
＃1

紹介事例１

現在計画中のプロジェクト（２）
◆高齢者の効率的歩行機能の改善に役立つ

高度歩行解析システムの研究

●背景と目的：
・高齢者の運動能力の維持や寝たきり防止による

健康寿命の延長と生活の質向上
・運動機能障害（ロコモティブシンドローム）に対する

各種治療法の評価方法の確立
・高齢者の歩行機能を正確に計測する解析システム

の開発とビッグデータの活用

●具体的な内容：
高齢者の診療施設への設置を目指した高度歩行

解析システムを開発研究し、加齢による歩行機能
の変化、および治療や投薬による効果を検証する
とともに、高齢者の歩行機能の指標化も研究。

紹介事例１



運動の生活カルチャー化により活力ある未来をつくるアクティブ・フォー・オール拠点

ビジョン（実現すべき未来）

活力ある社会の実現 Active for All （健康・幸福寿命の延伸、寝たきりをゼロに）

ロ コ モ 進 展 予 防 ・ ロ コ モ 発 症 予 防

順天堂サテライト拠点
～ロコモ予防・改善のための健康・医療イノベーション～

立命館大学
スマートウェア①

空間シェアリング②

運動誘導③

ロコモチャレンジ！
推 進 協 議 会

日本整形外科学会

連携自治体

順天堂大学
①ロコモ対策支援機器等

②在宅ロコモ予防支援

③アンチロコモサプリ

医学部附属病院群

社会実装化へ

順天堂大学 研究拠点

スポートロジーセンター

スポーツ健康医科学研究所

女性スポーツ研究センター

子どもの健康づくりのためのスポーツ医科学
研究拠点の形成

骨格筋機能に着目した統合的な介
護予防法開発プロジェクト
ロコモティブ症候群予防グループ

紹介事例２

アクティブ・フォー・オール拠点体制とURA業務

東洋紡・立命館大学

中核拠点

順天堂大学

サテライト拠点

スマートウエア

空間シェアリング

運動誘導

ロコモ予防

動き続ける
シニア世代社会

立命館BKC
リサーチオフィス

順天堂
研究戦略推進CTR

拠点統括委員会 JST・外部評価委員会
・拠点・事業支援・推進
・対外発表・協働催事

拠点 事業G 支援

拠点 事業G 支援

URA

ポストアワード業務

ＣＯＩ-URA業務

プロジェクトルーム

研究戦略推進センター

社会実証実験

紹介事例２



立命館大学拠点との協働催事（2015年度）

紹介事例２

立命館大学拠点との協働催事（2016年度）

紹介事例２



立命館大学との学術交流包括協定調印式

調印日 2015年10月7日
於 順天堂大学

「スポーツ・健康」と「セルフケア・医療」の融合
による健康・幸福寿命の伸延、寝たきりゼロを
目指す

紹介事例２

ネットワーク型URA価値創造プラットフォーム



機関連携のメリット

情報

工学

企業連携

ネットワーク

基礎医学

臨床

地域大
学

大
学

それぞれの大学の強み

補完・増強

A大学 B大学

A B

それぞれの大学の強み

ネットワーク

機関・組織間連携における課題

• 続かない

• 負荷が大きい

• 業務管理・責任の不統一

• コミュニケーションロス

• 対応レベルのばらつき

• ビジョンの非共有

etc



機関・組織間連携における課題

• トップダウン方式

→運営委員会（月一程度）への研究者の会議への参加が必要

• 研究者ネットワーク方式

→分野限定

→研究者に負荷（その人限定になりがち）

成り立ちの多くの場合

URAのハブ機能

研究者A

研究者B

研究者C

研究者D

研究者E

研究者F

研究者G

研究者H

U
R
A

U
R
A

シーズ・ニーズの把握
各種調整・進捗管理

シーズ・ニーズの把握
各種調整・進捗管理

連絡窓口一本化

A大学 B大学

新たな価値創造へ

URA間の
ネットワーク



「ネットワーク型URA」による新たな価値創造

• 異分野連携・共同研究の促進

• 新領域分野の開拓

• 研究費獲得

• 機関連携での大型補助金申請

私立大学の研究力強化のために

URA間のネットワーク、ハブ機能を活用することで



“広報”による研究推進
東海⼤学研究推進部研究計画課
桑⽥ 晴⾹

2017年8⽉30⽇ RA協議会第3回年次⼤会 M1 私⼤の研究⼒強化への新たな取組Ⅳ

東海⼤学の４つの柱

世界標準
⼈材の
育成

教育

社会
連携

国際
連携

研究

「研究」国際レベルでの研究拠点の確⽴
研究活動の活性化
地域連携による研究の推進
国際レベルの研究の推進
研究の峰形成とイノベーションの創⽣

「本学は建学当初から研究や
技術を⼈の暮らしに役⽴てて
貢献することを重視してきまし
た。受け継がれてきた伝統をよ
り強く打ち出し、総合⼤学なら
ではの様々な分野のコラボレー
トによる研究成果に基づいた
学びを学⽣に提供することで、
⼈々のＱＯＬ向上に寄与し
ます。確かな⼒を備え⾼い理
想を持った“世界標準の⼈材”
を国内外に送り出すこと、それ
が3万⼈に迫る多くの学⽣を
抱えている本学の使命だと考
えています。」学⻑ ⼭⽥清志
（朝⽇新聞⼤学⼒より抜粋）

建学75周年を迎えて



東海⼤学の研究推進体制①

湘南

高輪

熊本

阿蘇

代々木

札幌

伊勢原

清水

西表島 望星丸

⽂学部
政治経済学部
法学部
教養学部
体育学部
理学部
情報理⼯学部
⼯学部
観光学部

⽂明研究所
先進⽣命科学研究所
教育開発研究センター
スポーツ医科学研究所
総合科学技術研究所
総合科学技術研究所
平和戦略国際研究所
マイクロ・ナノ研究開発センター
課程資格教育センター

医学部
健康科学部
⼯学部
総合医学研究所
経営学部
基盤⼯学部
総合経営学部
産業⼯学部
農学部
宇宙情報センター
総合農学研究所

沖縄地域研究センター

国際⽂化学部
⽣物学部

⽣物理⼯学部

情報通信学部

観光学部
情報技術センター

海洋学部
海洋研究所

海洋学部

東海⼤学の研究推進体制②

• 総合研究機構 （2015年度ＲＡ協議会私⼤セッション）
• 研究の峰・研究交流会（2016年度ＲＡ協議会私⼤セッション）
• 科研費プロジェクト（2016年度ＲＡ協議会ポスターセッション）

• 産学パートナーシップ創造展・ＴＩＡＲＡプログラム
• 私⽴⼤学ブランディング事業申請・事業推進

• 広報プロジェクト（2016年度〜）

研究推進部から学内外への研究関連の広報につ
いて、部として情報共有を図り、必要に応じて連携し、
効率よく情報提供を⾏うための課題の検討及び対
応の企画・実⾏を⾏う



“広報”とは

• 官公庁・企業・各種団体などが、施策や業務内容などを広く⼀般の⼈
に知らせること。また、その知らせ。（デジタル⼤辞泉）

• 政府、⾏政機関、企業、労働組合、学校、PTAなど諸団体が、国⺠、
消費者、住⺠など社会のいろいろな⼈々に向けて、⾃らの考え⽅、計
画、実際の諸活動を知らせること。（⽇本⼤百科全書(ニッポニカ)）

“情報”を他者へ伝えること

対象によって“情報”は異なる

学部⽣・院⽣
教員

事務職員・技術職員
研究員

⼩・中・⾼校⽣
在学⽣の保護者

地元の⽅々
他⼤学の研究者
企業・国・省庁

情報

「知りたいこと」
「伝えたいこと」

学内への広報 学外への広報



“情報”を提供するにあたって

研究者がほしい
情報って何？

どうしたら届けたい
情報を届けられる？

「知りたいこと」
⾃分で探す

→情報を⾒つけ易くする

「伝えたいこと」
届ける必要がある

→最適な⼿段を考える

アンケート実施

回答件数 304件
学内イントラネット 208件

その他 96件

実施期間 約１ヶ⽉
実施⽅法 学内イントラネット（T365Forms）

その他（メールでのwordファイル提供等）

１）研究にかかわる情報で必要としているものはどれですか？（複数回答可）
２）研究にかかわる情報を⼿にする場合、どのようなものが望ましいですか？（複数回答可）



アンケート結果①

190

119

165

97 107
125 136

61

4
0

50

100

150

200

研究にかかわる情報で必要としているものはどれですか？
（複数回答可）

アンケート結果②

156

75

16

101
77

2
0

20
40
60
80

100
120
140
160
180

研究にかかわる情報を⼿にする場合、
どのようなものが望ましいですか？（複数回答可）



メールマガジン発⾏
研究推進部通信：2017年8⽉号
--------------------------------------------------------
▼INDEX
|
|1)Topics
|
|・〇〇〇〇
|
|2)公募情報
|
|・〇〇〇〇
|
|・〇〇〇〇
|
|3)セミナー・イベント案内
|
|・〇〇〇〇
|
|4)審議会等情報
|
|・〇〇〇〇
|
|5)その他
|
|・〇〇〇〇
|
--------------------------------------------------------

１）Topics

・〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
ＵＲＬ：〇〇〇〇〇

毎⽉第１⽉曜配信

配信先：270名
-研究科⻑
-専攻主任
-学部⻑
-学科主任
-希望者
※学部⻑や主任が

学部・学科内へ転送
イントラのお知らせページ
に掲載

掲載内容は5項⽬に分類
１）Topics
科研費や学内研究費の採択情報

２）公募情報
学内外の研究資⾦制度について、ピックアップして
掲載

３）セミナー・イベント案内
研究推進部主催のセミナーやイベントの開催案
内・開催報告を掲載

４）審議会等情報
⽂科省の研究費部会の情報を中⼼に、国の政
策動向等を掲載

５）その他
上記4項⽬に分類されない情報を掲載

メルマガに期待する効果

• 研究者・職員間の研究関連情報の共有

• 公募情報の確実な提供による申請件数増加

• 研究推進部関係イベント参加者増加

• 研究推進部ＨＰへのアクセス増加

• 研究活動に対する理解・浸透



その他、研究者へ向けた広報・情報提供

デジタルサイネージ
による情報提供

研究推進部ＨＰ
による情報提供

研究推進セミナー
の開催

各種ポスター
作成・掲⽰

学内に向けた研究広報

研 究 教 育

研究推進部⾨に限らず“研究”に対する理解を深めることが重要



他部署と連携した研究広報

⼊試広報課と協⼒

・⾼校⽣向け⼤学案内における「研究
紹介ページ」
・オープンキャンパスにおける「研究ポス
ター展⽰」

法⼈広報課と協⼒

・後援会誌における研究関係ページ
・学園広報誌における「科研費特集」

グローバル推進本部と協⼒

・QS Asia への掲載候補者選定
・国際シンポジウム等開催

企画広報課と協⼒

・朝⽇新聞「⼤学⼒」研究関係記事
・公式ＨＰの研究関係ニュース

おわりに

• “研究”にかかわる情報を広く・かつ集約して取り扱うことができる
• 事務系部署との連携
• 研究広報の強化→⼤学のブランド化に⼀助 ★私⼤ブランディング事業

▼課題
• グローバル化への対応
• 内容に深く踏み込めない、重要度の判定が難しい

研究推進部⾨全体での研究推進
研究者との教職協働



ご清聴ありがとうございました


